


 ニューマチックケーソン工法が初めて土木工事に採用さ

れたのは、１８４１年フランスの炭坑の立坑建設と言われ

ていおり、約１７０年の歴史を持つ。                         

エッフェル塔（１８８５年）の基礎もニューマチックケー

ソンである。 欧州に広まったニューマチックケーソン工

法は、その後アメリカに渡り独自の発展を遂げ、欧米の有

名な大橋梁やニューヨークの摩天楼基礎などに用いれた。                            

ブルックリン橋主塔基礎（１８６９年）                      エッフェル塔基礎 

ブルックリン橋基礎 ﾆｭｰﾖｰｸ摩天楼基礎 



１９０２年 横浜税関岸壁建設工事でエアー

ロック装着の潜鐘工事 

１９２４年 関東大震災復興時に隅田川横断

の永代橋基礎に採用され、その後本格的に

ニューマチックケーソン工事が行われた。 

１９４９年 神戸港新港第７，８突堤基礎と

して採用(脚柱式桟橋)。 

１９６１年 田子浦港西防波堤に採用。 

１９８１年 日本道路公団名港西大橋で初め

ての無人化施工 

１９９３年 日本道路公団名港西大橋(Ⅱ期)で

初めてヘリウム混合ガスを用いた大深度

ニューマチックケーソンを施工(－４５ｍ)。 

永代橋の施工状況 

名港西大橋 









ニューマチックケーソン（Pneumatic caisson）の

「Pneumatic」とは「空気の」、「caisson」は「函潜」

と言う意味です。つまり空気を用いて地下水を制御し、函

を沈めるということになります。  



昭和３０年頃までは人力で掘削(ｽｺｯﾌﾟ、ﾂﾙﾊｼ) 

昭和３０年頃から電動式ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ、電動ﾊﾞｯｸﾎｳが開発された 

平成からは天井走行式掘削機が主流、無人化施工を開発 





① 掘削地盤の適用範囲が広い 

② 構造物や基礎としての信頼性が高い 

⑦ 深くなるに従い潜函病の危険性が高まる 
⑧ 深くなるに従い掘削能率が低下する 

③ 周辺地盤の地下水の変動がない 
④ 振動・騒音が比較的少ない 
⑤ 施工工程が確実である 
⑥ 狭隘な施工場所でも施工可能 

＜軟弱地盤から硬質岩盤、巨礫の混在する砂礫層へも対応可能＞ 

＜通常の構築と同様、兵庫県南部地震でも耐震性を実証＞ 



北陸地方整備局 新湊大橋主塔基礎 

関東地方整備局 南本牧臨港道路基礎 



大阪府寝屋川北部地下河川讃良立坑 

東京都永田町付近再構築立坑 

大阪府寝屋川新池調整池 

大阪府大日南調整池 



東京都千住関屋ポンプ所 

東京都業平橋ポンプ所 

ＪＲ東日本 
大宮バイパス 

九州地方整備局新若戸道路 





ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ 



強靭な港湾構造物の提供 

一般的な防波堤 ﾆｭｰﾏﾁｯｸｹｰｿﾝ式防波堤 



堤頭部防波堤に特に有効 
 堤頭部防波堤の設計条件は、堤幹部防波堤よりも厳しく、形状寸法が大き
くなる。また、消波ブロック被覆堤の場合には、被覆ブロックの質量を堤幹
部の１．５倍以上とし、円形に巻き込む構造とされている。 



堤頭部防波堤に特に有効 

海底地盤に根入れ
することにより、
滑動・転倒への抵
抗力を確保 

地震にも強い 





堤頭部防波堤に特に有効 

安定勾配が確
保できない 



堤頭部防波堤に特に有効 



護岸・岸壁への適用 



● 比較設計による優位性の検証 
＜全体構造を考慮した工費・工期の比較＞ 

● 施工方法の検証 
＜海上施工を考慮した最適な施工方法の検討＞ 

● 地盤条件による適用性の変化 
＜支持地盤の強度、深さ等＞ 

● 適用可能な港湾構造物・構造形式の検討 
＜防波堤、岸壁・護岸、桟橋、その他構造物＞ 
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